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What is “Humanistic Education” ?
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Abstract：For promoting the systematic studies of humanistic education, we should make clear the 
meaning of “Humanistic Education”. We have emphasized 2 important aspects in the concept 
of “Humanistic Education”. The first is concerning the aims and objectives of education. In this context, 
“Humanistic Education” is “Education for Human Grouth”. The second is concerning the method and 
process of education. In this context, “Humanistic Education” is “Humanistic way of Education”. Some 
practical tasks are presented..








　日本で , そして多くの国で , 現在 , 学校教育の根
本的な問い直しが迫られている。今のままの学校
教育を続けていったのでは , １人ひとりの子ども
にとっても , またその社会自体にとっても , 不幸な
未来が招来されるのではないか , という予感が , 多
　人間教育学とは ,「人間教育」について , その理念や
実践に関し , また基本的な条件整備等に関し , 多面的に







　われわれは 1989 年８月 , 人間教育研究協議会を発













現象（いじめ , 学校嫌い , 校内暴力など）に大きな





ならば , アメリカでは 1983 年の報告「危機に立つ国家」























　学校教育は , 今や , １人ひとりの子どもにとって
も , また社会自体にとっても , 必須の重要性を持つ
ものとなっている。避けて通ることも , 無視する
ことも , 不可能な存在である。不安と苛立ちに駆





スに心を傷めながら , 学校教育のあるべき姿を , あ
れこれ思いめぐらしているのではないだろうか。
　こうした中で , 学校教育を人間的なものにしな



















Human Grouth）。われわれは , この方向において ,
望ましい教育活動のあり方に関し , 理論的実践的
な研究に努める。また , これと同時に , この観点か
らする望ましい教育制度やカリキュラムのあり方
などについても研究し , 提言する。








きる知識や技能 , 思考力や判断力 , そして関心や意欲を
育成していくことは , 教育の本質的かつ不可欠の課題














目標を実現するための手段として , あるいは , その結果
として付いてくるだけのことであり , それ自体を目指
しての教育であってはならない。









　しかしながら , 現実の教育のあり方は , 往々にして ,
こうした「人間教育」の理念と背反するものである。我々
が「人間教育」の理念的探究とその実践的展開を推進
したいと考えるのは , 何よりもまず , 現実の教育のあり
方の孕むそうした問題点を克服したいがためである。













































































（３）感情や精神 , 合理性への知的能力 , 気付きや





























小学校に入学し , ６年間小学校に行ったら中学校に , そ























（３）現在の教育にも , また現実の子どもの姿にも , 他
人の気持や事情に本当に共感し ,　他人のために涙









































　最後に , ここで述べてきた意味での「人間教育」を ,
各学校で実際に実践していく上での具体的手立てにつ
いて , 以下に列挙しておくことにしたい。このリスト




（１）現在の教育にも , また現実の子どもの姿にも , 自
分自身を知り , 常に自分自身の主人公となる , と
いった主体性の育成の面で課題がある。このため ,
　１. 自分自身を多面的に理解し , しっかりした自己概
念を形成していくと同時に , そうした自分自身を
そのまま受容する態度を育成し , その上に立った
着実なプライドが育つよう , 活動の工夫 , 指導の工
夫が必要である。
　２. 苦労させること , 我慢の機会を設定すること等
を通じて , 克己と自己統制の力を育成するよう , 活
動の工夫 , 指導の工夫が必要である。
　３. 自分自身の実感・納得・本音を大切にし , それ
を拠り所として考え , 判断し , 行動していく姿勢と
習慣を育成するよう , 活動の工夫 , 指導の工夫が必
要である。
（２）現在の教育にも , また現実の子どもの姿にも , 内
面的な豊かさや充実を大切にし , その実現を常に
追求していく , といった〈我の世界〉を大事にし ,
人間的な深さを実現していく , といった面で課題
がある。このため ,
　１. 第１級の絵画 , 音楽 , 陶磁器 , 等々との出会い
を持たせるなど , 美的感性の陶冶に一層の努力が
必要である。
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（ 注 ３） シ ン プ ソ ン は ,「Simpson,E.L. Humanistic 
Education : an interpretation. Ballinger, 1976」に
おいて ,「反・人間教育」「偽・人間教育」「真・人
間教育」を区 別し , それぞれの基本的な特徴につ
いて述べている。
（注４）「人間教育」において自己実現という視点が不
可欠であるということについて , 例えば , パター
ソンが教員養成のためのテキストブックとして
書 い た「Patterson,C.H., Humanistic Education, 
Prentice Hall, 1973｣ でも詳述している。
